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   私
の
研究余話
二年程前、部署の上司が、三年生のスペイン語会話の授
業の内容
を
変えることと、以前
から
考えていた
、心躍
る
大
胆
なアイデアを
授業
に
用いることを
許可してくれた。
それ
は
、学生
と
短編映画
を
共作
する
、
というアイデアである
。
私
は
二〇〇二年
から
脚本家や翻訳家
として
映画の世界
と
関
わってきた
。
しかし
第七芸術
（映画）
への
情熱
は
、
ずっ
と
昔
からあった
。自宅で同僚
たちと
集
まる
際
は
、いつも
映
画
を
観
て
楽
しみ、批評
して
何時間
も
過
ごした
。 「他
よそ
所
の
」
映画だけでなく、バスク
出身の監督
による
作品
も
観ていた
。
スペインという国で民主主義が始
まって
以来、彼
らは
優
れ
た
作品
を
生み出し続
けている
。
イマノル・
ウリベ
、
モンチ
ョ・アルメンダリス、
フリオ
・
メデム、
フアンナ
・バホ
・
ウリョア、アレックス
・デ・ラ・
イグレシアやエンリケ
・
ウルビスたちは
、映画のあらゆるジャンルを扱い、
さらに
バスク
映画
にアイデンティティをもたらした
。
映像
を
観
ることより
、撮影前の制作、撮影への参加こそ
が生
きた
経験である
。私が仕事
をしていたオーディオ
・ビ
ジュアル企画
は
、外大の映画の授業で実践しようとしてい
ることのきっかけとなる
潜在的
なアイデアをくれたのだ。
おそらく映画館
に
行
く
以外
はまったく
映画
に
関
わったこ
とがない
学生
たちには、技術や創造性
という
点で、
あまり
にも
問題が多
かったため
、授業で短編映画
を
通常の方法で
つくることはできなかった。加えて、授業の第一目標
は
学
生がスペイン語
を
学
ぶことなので、私は
彼
らの上達の手助
けを
一秒
たりとも
忘
れられなかった
。
多
くの試行錯誤
を
経て、教授法
はこのように
決
まった
。
・
 作業
を
簡素化
しコミュニケーションの
手段
（
スペイン
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語会話の機会）
をつくるためグループに
分
かれる
。
・
 毎回の授業で各グループが脚本、演出、美術、制作のうちどれかひとつの分野
を
担当。
・
 各グループ 役割
は
毎回交代。次のグループが見直し
てプログラムを進
められるよう
、学
んだことや
行
われ
たことを
書
き
残
す
。
・
 創作
については
、基本的
には
学生
たちの手
に
委
ね
、必
要
に
応じて教員が手
を
貸
す
。技術的
な
作業
については
、
教員
に
教えられたいくつかの決
まりに
基づいて行う。
これは学生
たちが自身で撮影方法
についての
結論
を
導
くことができるよう基礎
を
定着
させることを
目的
とし
ている
。
こうした
経験や方針の修正
を
経て、学生
も
私
も
互いに
学
んだ二年間だったが
、控えめに
言ってもこの企画
は
成功し
たと
言いたい。学生
たちの話
す
力
は
学期
を
通して明
らかに
上達したし、必要
とされる
語彙や概念の反復
によってアウ
トプットは回を
追って流暢
になり、間違いも
減
る
結果
とな
った
。学生
たちは
過程
を
通して非常
に
楽しんだと言い、最
初
は
気乗りせず、授業
に
消極的
な
姿勢
をみせていた
学生
た
ちでさえ驚
くほど
協力的
になったのである
。
プログラム創作
は
授業の焦点ではなく、
また
学問的
な
意
義
を
持
たないにもかかわらず
、私
は
日本の学生
とバスク
人
の間
にある
一つの違いについて非常
に
考えさせられた。
た
だ、学生
たちは
自分の母語で話していないということ、
そ
して
心理的
な
壁
（学習
の
一環
だという
文脈
に
気付
くときなど
）
が
あることについて考えなくてはいけない場合
には
、一般化
しすぎることは、誤りを
導
きかねない
。しかし、授業のデ
ィティールは
特
に
興味深
かった
。
この二年間で一つひとつの短編
に
現
れたテーマ
―
構想
やストーリー
―
は
、日本の学生生活、夢、野心
など
、バ
スクの学生のそれとの違いを
強調したようにみえる
。思う
に
私の故郷
には
、高いレベルの社会的
な
含蓄がある
。若者
たちは
一連の政治・経済・社会的
な
問題のなかで生
きてい
る
。
そうした
問題
について
、日本人の大半
は
無関心で、時
には
彼
らにとって
不可解
なものとして映るのだ。
そのこと
が、短編映画の中で語
られる
映画のストーリーをより軽い
ものにしている
。
それらはほぼコメディー
調で語
られ
、登
場人物の倫理や決意
に
批評
をくだす
機会
は
稀
なのである
。
しかし、
おそらくその
要素、
ある
種の無邪気
さや永遠
に
もとれる
楽しさが
、日本人
に
授業
をすることはこんなにも
楽
しいと外国人の教員
たちに
思
わせてい のかもしれない
。
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